
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

平成30年度
第7回 鶴田ダムとともに水害に強い

地域づくりを考える意見交換会

説 明 資 料

平成31年3月14日

国土交通省九州地方整備局 川内川河川事務所

鶴田ダム管理所



1

平成30年度における
鶴田ダムの洪水調節状況について



鶴田ダム上流域 近年の降水量の動向

2注）年全国平均、年九州平均：昭和56年～平成22年の平均値 「理科年表 平成26年版」

■ダム上流域における平成18年以降（H30年末）の年間降水量の平均値は約3,020mmで、

全国平均の約1.8倍、九州平均の約1.4倍に及ぶ。

■H27年・H28年と年間約3,500mm程度の多雨状況が続いた。平成30年は概ね平均値であった

が大雨への備えは必要。
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年ダム上流域平均：3,020mm年九州平均：2,100mm年全国平均：1,700mm



回数 日数

1 5月2日 ～ 5月3日 2 437 283 － 非洪水期

2 5月7日 ～ 5月9日 3 788 666 139.46 1 1 非洪水期

3 6月19日 ～ 6月24日 6 1,951 1,274 128.37 1 1

4 7月2日 ～ 7月3日 2 783 693 116.84 1 1 台風7号

5 7月4日 ～ 7月13日 10 1,264 963 121.59 2 2
H30.7
西日本豪雨

6 7月29日 ～ 8月1日 3 143 93 － 台風12号

7 9月29日 ～ 10月1日 2 584 599 － 台風24号
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計 28 5 5

注）　鶴田ダム洪水期；6月11日～10月15日までの間。洪水調節；流入量６００ｍ３／ｓ以上

ダム放流実績（期間） 出水概要

備　考

平成30年　鶴田ダム放流実績
〔平成30年10月1日現在〕

番号
最大放流量

（ｍ３／ｓ）

最大流入時
貯水位
（ｍ）

洪水調節実績
開始日 ～ 終了日

放流
日数

最大流入量

（ｍ３／ｓ）

平成30年 鶴田ダムの放流実績
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【速報値】
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ダムに洪水を貯留し下流へ流す水量を少なく放流
(6月20日10時頃、ゲート放流量約1,000 m３/s)

■鶴田ダムでは、平成30年6月18日からの前線による大雨に伴い、19日15時00分より防災操作を
開始。20日4時20分には、ダムへ流入する水量が毎秒600m３を超えたため、ダムに洪水を貯めて下
流河川の増水を緩和するための防災操作(洪水貯留)を行いました。

■20日9時40分には、流入量が最大となる毎秒1,951m3に達し、その際ダムにより毎秒941m3を貯留し、
下流河川の水位を低減。ダム下流の宮之城観測所付近（さつま町）で、最大約108cmの河川水位
低減効果があったと推定しています。

鶴田ダム 平成30年6月18～21日の大雨による防災操作

※今回の防災操作では、鶴田ダム再開発事業に

より増設した放流設備のゲート3門が初めて全

開となり、既設放流設備のゲート3門を開け計

6門での放流を行いました

◆　鶴田ダムの状況　（6月20日9時40分 最大流入時点）

＊鶴田ダムへ流れてくる水量

満水位： 160.00 ｍ 1,951 m3/秒

　＊ダム下流の河川へ流す水量

1,010 m3/秒

ダム上流域平均累加雨量： 349.9 ｍｍ（6月18日5時30分から21日13時まで）

鶴

田

ダ

ム

約941m3/秒少なくして、

流しました。

約20,023千立方ﾒｰﾄﾙの

水を貯め込みました。
これは25mプール約

55,620杯分です。

【速報値】

洪水貯留前貯水位： 117.01ｍ

洪水貯留後貯水位: 132.62ｍ



鶴田ダム 平成30年6月18～21日の大雨による防災操作
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国土交通省統一河川情報システム
（時刻ダム諸量グラフ）

※洪水調節効果の記者発表資料（鶴田ダム管理所HP）
http://www.qsr.mlit.go.jp/turuta/updatenews/pdf/180622kouzuityousetunokekka.pdf

国土交通省統一河川情報システム
（現況レーダ雨量：6月20日8時）

【ダム諸量経過】

1,010m3/s

1,951m3/s

累加約350ミリ

【速報値】

600m3/s

鶴田ダム

mm 所管

宮 崎 県
えびの市

白 鳥
（ し ら と り ）

429.0
川内川河川

事務所

鹿児島県
伊 佐 市

青 木
（ あ お き ）

407.0 鶴田ダム

宮 崎 県
えびの市

西 ノ 野
（ に し の の ）

402.0 鶴田ダム

宮 崎 県
えびの市

八 ヶ 峰
（はちがみね）

389.0
川内川河川

事務所

349.9 各機関

鶴田ダム上流域の主な観測地点の雨量
〔6月18日5時30分～21日13時00分〕　

所在地 観測所点
観測値（累加）

鶴田ダム上流域の
平均累加雨量

9:40（流入最大時）



鶴田ダム 平成30年6月18～21日の大雨による防災操作
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ダム上流「曽木の滝」の状況（20日10時頃） 6門によるゲート放流状況（20日15時頃）

下流河川の状況（20日10時頃 宮都大橋） 情報表示板によるダム情報の提供（20日10時頃）
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T600 T１ T２ T３ T４

再開発後の洪水調節方法
Ｑ＝0.5×（Ｑｔ－600）＋600

これまでの操作規則

600m３/s

2400m３/s

V=10.0百万m３

V=20.0百万m３

V=35.0百万m３

900m３/s

1100m３/s

1400m３/s

鶴田ダムの放流方式
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【洪水調節模式図】

時間T

流
量

（m3/s） 放流量

←貯水位
約137m相当

←貯水位
約141m相当

←貯水位
約14７m相当

階段式一定率・一定量方式

一定率・一定量方式

ピーク流量
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防災に関する鶴田ダムの
取り組み等について
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「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」提言
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「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」提言
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「異常豪雨の頻発化に備えたダムの洪水調節機能に関する検討会」提言
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放流警報設備等の施設の耐水化イメージ

警報装置を局舎
上に設置

出入口扉の水密化
警報施設のかさ上げ

浸水ライン

局舎内補強状況

警報設備の建屋耐水化イメージ

警報設備の新設イメージ

鶴田ダム警報設備位置図（既設）

●：警報設備（25局）



Ｈ18.7川内川大洪水を忘れない ～語り部からの言い伝え～
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■平成18.7川内川大洪水から12年経過し、全国では過去の被害を大きく超える洪水被害が頻発していることか
ら、平成31年2月15日盈進小学校５年生を対象に洪水へ備えるための心構えを水害体験者から伝える伝承会
を開催しました。

■語り部からは、水害の恐怖や防災の心構え、避難訓練の大切さ、ボランティアの方々への感謝、ボランティ
ア活動への参加の大切さなどが語られ、子供たちも真剣に聞き入っていました。

■子供達からは、早く避難することの難しさや地域の人とコミュニケーションをとることの大切さ、普段から
家族と避難場所や準備品、心構えについて話し、備えることの大切さなどについて感想がありました。

伝承会全景 語り部の皆様 非常持ち出し袋の準備について話す語り部

真剣に聞き入る子供達 語り部に質問をする子供 伝承会の感想を発表する子供
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Ｈ18.7川内川大洪水を忘れない ～語り部からの言い伝え～

南日本新聞 平成３１年２月１９日(火）

朝刊 ２３面

朝日新聞 平成３１年２月１６日（土）

朝刊 ３３ 面


